
長年にわたり水素の研究を続けてきた研究者が、自ら開発・
設計・アフターフォローまで一貫して担当。

製造も神奈川県川崎市にある工場で行っており、
すべてが日本国内完結の“純日本製”。

安心して末永くご使用いただけます。

独自の技術による安全で高効率な
水電解方式（PEM式／一部は特許出願済）により、
99.89%という最高レベルの純度の水素
を生成 します。
その純度は、行政が設立した公的な研究機関である

「神奈川県立産業技術総合研究所」によって
正式に検証・証明されております。

一般的な水素発生機は、
フィルターや電極部品の定期交換が必要ですが、
当製品は独自の構造・設計により 一切不要。

交換の手間やランニングコストを気にすることなく、
長期間安心してご使用いただけます。

日本製
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純度

国内唯一！
開発から製造まで

すべてを日本国内で実施
国内初！

メンテナンスフリー

公的機関が認めた
最高レベルの水素純度

一般的な
水素発生機の場合 設計 製造 組立 最終加工

「日本製」と
表記できてしまう

（中身は海外製）

設計 製造 組立 最終加工
“純日本製”
全工程を国内で実施

当製品
『aqpia』の場合

当社の水素発生機 aqpia（アクピア）は

なぜ、“本物志向の人”に
選ばれ続けるのか？

国内唯一の “純日本製”水素発生機

aqpia（アクピア）

選ばれる　　つの理由�



製品導入について

導入実績
多くの美容系サロンや整骨院他各種クリニック、医療機関等に導入されております

様々なシーンや施設でご利用いただけます

エステサロン ネイルサロン 美容院 スポーツジム

整体院・整骨院 鍼灸院 クリニック・病院 介護施設・リハビリ施設

美容院 施術中の『待ち時間』の有効活用に
エステサロン・ネイルサロン お客様の満足度を上げて、客単価のアップに

介護施設・リハビリ施設 高い安全性のもとで、健やかな毎日をサポート

例えば

なぜ、『aqpia』はメンテナンスが不要なのか？
当製品の開発にあたり、最も重要視したテーマの一つが、
「メンテナンス不要」でした。
水素の優れた効果を、より安心して、そしてより長く実感し
ていただくためには、機器の故障をいかに防ぎ、そして
面倒な手間をどれだけ減らせるかが、非常に重要なポ
イントであると考えました。
なぜなら、メンテナンスは誰にとっても煩わしいもの。
不要であることに越したことはありません。
さらに、定期交換を怠ることでトラブルや故障が起こるケー
スも少なくなく、「メンテナンスが必要であること」自体が
安定した性能の妨げになってしまいます。

一般的な水素発生機は、その構造上フィルターや電極部品
（電極棒）が必要であり、それに伴い、定期的な交換やメ
ンテナンスが欠かせません。
そこで私たちは、発想を根本から転換し、「そもそもフィ
ルターや電極部品（電極棒）を使わない構造を実現
できないか」を徹底的に考え、開発に取り組みました。
その結果生まれたのが、この『aqpia』。
独自の技術と構造により、フィルターも電極棒も存在しません。
そのため、定期交換の必要が無く、長期間にわたって
安定した性能を発揮することが可能なのです。



代表メッセージ

『aqpia』誕生の背景と開発者の想い
当社M&Kテクノロジーは、神奈川工科大学の学生ベン
チャーとして、私の研究室の研究成果を社会に普及させる
ことを目的として設立されました。
主な研究テーマは「水素」。農業用温室の暖房を水素・酸
素燃焼で行う実験を行った際、海外製の水素発生機を使用
したことが、『aqpia』開発のきっかけです。

当初は日本製を購入したつもりでしたが、実際にはその中
身が韓国製や中国製でした。
海外製の水素発生機でも、問題なく動いたならば良かった
のですが、韓国製のものに関しては、人体に有毒な強アル
カリ溶液を使用しており、トラブルが発生した際には韓国か
ら日本語の理解できないエンジニアが修理に来日したりと、
とにかくトラブルに対する対応が大変でした。
一方の中国製の水素発生機は、実験の最中に装置から煙
が上がったりして、順調な実験には至りませんでした。

「本物の日本製」と、海外製を少しだけ改良した「自称日
本製」とは、その信頼性やアフターフォローが全く異なり、
その違いを自らの経験として痛感しました。

そこで、学生たちと共に「本物の日本製の水素発生機を自
分たちで開発・製作しよう！」と決意し、大学内で設計・
製作したのが、この『aqpia』です。

水素の生成手段はいろいろありますが、我々は「誰でも扱
える原材料から、その場で純水な水素を発生させる」とい
う方針のもと、原料となる「水」を電気分解して水素と酸
素を生成する装置の開発にこだわりました。
そのため、『aqpia』は効率の良い水電解を実現（特許出
願中）することで、人体に有害な触媒を用いることなく誰で
も安心して使用することができます。

おかげさまでこの『aqpia』は、1号機はご購入いただいて
から12 年が経ちますが、横浜市内の個人宅で今なお現役
で活躍しています。
また、2025 年までにご購入いただいた65 台のうち、設計
ミスによる故障はゼロ。（実際には、これまでに2台だけ故
障で修理を行いましたが、いずれも「空焚き」による使用
上の問題が原因であり、設計ミスによる故障は一件もあり
ません。）
展示会・学会・口コミなどでの評判が高まったためか、個
人のお客様ばかりでなく、美容分野や医療・介護分野の施
設にも導入いただいています。

『aqpia』は海外製の水素発生機に比べると決して安価で
はありません。
しかし、日本人が開発・設計し、日本国内で製造・販売し
ている” 本当の日本製” ということ、万が一トラブルがあっ
ても当社の技術者（日本人）が即座に対応可能なこと、そ
してメンテナンスフリーで手間やコスト不要でお使いいただけ
ることを考えると、価格以上の価値を感じていただけるはず
です。

安心・安全に長く使える水素発生機をお探しの “本物志向”
の方に、ご検討いただければ幸いです。

また、メンテナンスをさぼりがちな学生が使用することを想
定し、フィルター交換や電極清掃・交換などが必要のない、
メンテナンスフリーの水素発生機を開発しました。
それでいながら、消し忘れ防止装置や内圧が高くなった場
合の圧力スイッチなどの安全面には徹底的にこだわり、家
庭でも安心して気軽に高純度な水素を得ることができるよ
うに設計・開発したのが『aqpia』です。

▲研究拠点としていた神奈川工科大学

▲学生たちと共に日夜開発・開発に明け暮れる

矢田 直之 Naoyuki Yada 

神奈川工科大学 元准教授
工学博士（Ph.D.）



当社代表の矢田直之博士（Ph.D.）は、約20年にわたり水素の研究に
従事し、神奈川工科大学にて34 年間、研究と教育に携わってきました。
現在も代表自らが開発・設計を手がけ、より高性能で信頼性の高い装
置の実現を目指して、日々研究開発に取り組んでおります。

 製品詳細・仕様

お問い合わせ先

特設ページへのQRコード▶
https://lp.mk-tech.co.jp/aqpia　

水素ガス発生装置  aqpia（アクピア）

型番

水素発生量

水素純度

最大圧力

サイズ

重量

定格

発生方式

使用できる水

製造国

AQP-��TK

���ml/分（30L/時間）

99%以上

�.��MPa

幅260 × 奥行300 × 高さ320（mm）

約10kg

���V、��～��Hz、消費電力240W

電気分解方式（PEM式）

精製水（日本薬局方の表示にあるもの）

純日本製（開発・設計・製造・アフターケアまで、
全て日本国内にて実施）

株式会社 M&Kテクノロジー
〒242-0007　神奈川県大和市中央林間5丁目6-1
チャイルドシティA号棟303号室
TEL : ���-����-����／FAX : ���-���-����
E-mail : info@mk-tech.co.jp　http://mk-tech.co.jp/

矢田 直之 Naoyuki Yada 

神奈川工科大学 元准教授
工学博士（Ph.D.）

メンテナンス
不要

水素純度

��％
以上

安心の
日本製

■略歴
慶應義塾大学大学院修了 工学博士（Ph.D.）
神奈川工科大学 元准教授
東京都冷媒フロン対策検討委員会委員（歴任）

「かながわ環境関連産業ネットワーク事業」技術アドバイザー（歴任）
一般財団法人ノンフロン自然冷媒普及協会 評議員（現職）
NPO法人 大気イオン地震予測研究会 e-PISCO 理事長（現職）


